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時代に合った
魚の売り方を模索

　スーパーなどの大型店は大駐
車場を備え、魚屋のほか、肉屋
さんや惣菜屋さんも入っている
ので一カ所でいろんな種類の買
い物ができ、確かに便利です。
このためお客さんを大型店に取
られ、また後継者に恵まれない
店も多く、町の魚屋さんは減る
一方です。こうした現代に、ど
うやって生き延びていこうかと
真剣に考えていますが、これと

Ｑ．魚屋さんの現状や、それに対
する富山魚商業協同組合の取
り組みを聞かせてください。

れません。子どもたちやお年寄
り向けに骨を抜いた魚を提供し
ていますが、子どもの喉に給食
の魚の骨が刺さったといって学
校にクレームが入ったり、家庭
でも大騒ぎして救急車を呼んだ
りする時代になりました。私た
ちはこのような嗜好や生活の変
化に対応しながら、時代に合っ
た商売の方法を模索していかな
ければなりません。
　多くの鮮魚店では、お店で
買ってもらうほかに、料理店や
寿司店などのお得意先を毎日
回って売りに行き、週に何回か
は一般家庭にも注文を取りに行
かないと商売が成り立たないは
ずです。このように、対面販売
や御用聞きスタイルは魚屋の商
売の原点ですから、これを大切
にしていく必要があります。

工夫次第で魚は
売れる

　富山魚商業協同組合は共同購
買、教育情報提供、福利厚生な
どを目的として昭和36年に設立
され、富山市中央卸売市場水産
物部の売買に参加する鮮魚商で
組織しています。近年は組合員
数が減り、活動はあまり活発と
はいえませんが、魚に親しみを

Ｑ．組合の今後のあり方につい
て、意見をお聞きします。

いった決め手はありません。た
だ、大型店にはできない、きめ
細かなサービスをすることに
よって懸命に生き残ろうとして
います。
　店にはアジやイワシなどを置
いていても、そのまま買ってい
く人はほとんどいません。買い
に来るお母さん自身が若いころ
からあまり魚を食べなくなり、
まして包丁を使って調理した経
験が少ないのです。お客さんに
頼まれて三枚におろしたり、フ
ライにして届けたりしているほ
か、調理の仕方も詳しく教えて
あげることもあります。
　最近では骨の付いた魚は好ま

経営者に聞く

「対面販売」「御用聞き」のサービスを原点に生き延びる
子どもたちに魚の良さを教える魚食普及活動に重点
かつて、どの地域にも数店はあった「魚屋」。大駐車場を備えた大型店の進出、後継者難、消費者の「魚離れ」などによって、
その数は減っていきました。富山魚商業協同組合の組合員は、30年前の四分の一の91業者に落ち込み、なお減少に歯止め
がかかっていません。しかし、近年、鮮魚店の役割は、地域コミュニティーの中核として、また地産地消や食育の観点から
も見直されています。鮮魚店の今後のあり方などについて、同組合理事長である「魚正」社長の旭井正則氏に聞きました。

株式会社魚正

代表取締役  旭井　正則 氏

魚屋らしからぬデザインで人目を引く「魚正」店舗
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観はすっきりとしたサインとと
もに「これが魚屋？」と思われ
るほど人目を引くデザインにし
ました。店内には大型水槽を置
いて魚を回遊させ、お客さんに
楽しんでもらっています。平成
17年にベスト・ショップ・コン
テスト（富山市・富山商工会議
所・富山新聞社主催）のサイン・
景観賞をいただきました。
　新しい店では、惣菜部門を充
実させたことによってお客さん
の幅が広がりました。また「御用
聞き」のサービスを重視して、
配達はもちろん、料理店などの
取引先には毎日魚を届け、地域
のお客さんには週に２日、注文
取りに伺っています。今は小売
のほかに、病院、保育所給食、料
理店への卸売りの二本立てで頑
張っています。待っているだけ
ではお客さんは来てくれません。

進学校で野球部員とし
て活躍
Ｑ．趣味を教えてください。
　仕事柄、朝４時に起床して夜
７時半に家へ帰る生活を続けて
きたので、趣味を楽しむ時間は
ほぼありません。高校では野球
部に所属し、練習に明け暮れて
いました。大学の野球同好会で
肩を壊し、それ以来やっていま
せんね。

感じてもらい、魚を食べること
の意義、魚の生態などを多くの
人に知ってもらうことが重要に
なってきたので、魚食普及活動
に力を入れています。富山市内
の小学校で開かれる「学校給食
用食材に関する学習会」などへ
講師を派遣し、生の魚を持ち込
んで、見て触れてもらい、富山
湾で獲れる魚や漁法などの知識
を深めてもらっています。子ど
もたちは目を輝かせて話を聞い
ており、父母にも強い関心を
持ってもらえます。特に子ども
たちに魚への興味を抱かせるこ
とが将来の漁業のためにも大切
だと考えています。
　消費者の「魚離れ」が叫ばれ、
全国ベースでは７、８年前から
肉類の摂取量が魚介類のそれを
上回ったと聞きます。しかし私
の感覚では、富山県ではそれほ
ど魚の消費が減っているとは
思っていません。ただ、摂取の
仕方が変わっただけですから、
工夫すれば、まだまだ魚を食べ
てもらえるはずです。「地産地
消」の考えも浸透してきました
し、食糧の輸送で排出される二
酸化炭素が環境に与える負荷に
着目したフードマイレージの観
点からも、富山で獲れた魚を富
山の人に、もっともっと食べて
もらいたいのです。

総曲輪通りから郊外で
新店

　私の父が戦後間もなく総曲輪
で鮮魚店を開き、私は二代目に
なります。今のグランドプラザの
あたりに店がありました。二階に
自宅があり、子どものころから店
の手伝いをして育ったため、長
男の私が大学を卒業して店を継
ぐことに迷いはありませんでし
た。しかし、客足が毎年減り続け、
何かしなければと考えていたと
ころ、総曲輪再開発事業が持ち
上がり、再開発ビルにテナントと
して入居するかどうか決断を迫
られたのです。悩みに悩んだ末、
鮮魚商の将来を見据え、平成17
年に意を決して現在の新根塚町
で新しい店を建てました。

魚屋らしくない店

　大型店に入る鮮魚店との差別
化を図ろうと、高級感のある店
構えにしました。「料理屋みたい
だ」と周囲の反対もありました
が、心機一転に際して、人と違っ
たことをしたかったのです。外

Ｑ．総曲輪にあったお店を現在地
に移した理由は何ですか。ま
た、家業を継いだきっかけは？

Ｑ．店づくりの考え方と、顧客を
増やすための工夫や知恵を聞
かせてください。

プロフィール
あさい・まさのり
昭和24年９月３日、富山市総曲輪の
鮮魚店「魚正」の長男として生まれ、
県立富山高校を経て慶應大学商学部卒
業。長男として家業を継ぎ、平成17
年に新根塚町の現在地に新店舗を構え
る。富山魚商業協同組合理事長。富山
高校野球部OB会会長。64歳。
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